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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第87期
第３四半期
連結累計期間

第88期
第３四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,105,360 5,791,639 6,753,822

経常利益 （千円） 416,694 536,072 493,837

四半期（当期）純利益 （千円） 351,799 467,513 406,157

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 348,483 463,912 400,859

純資産額 （千円） 1,780,443 2,296,694 1,832,787

総資産額 （千円） 6,554,752 7,958,943 6,924,100

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 39.23 52.14 45.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.2 28.9 26.5

 

回次
第87期
第３四半期
連結会計期間

第88期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.92 25.01

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

鉱研工業株式会社(E01699)

四半期報告書

 3/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢などに改善が見られますが、消費増税の

駆け込み需要反動の長期化や円安に伴う物価高による実質賃金の下落など先行き不透明な状況が続いております。

一方、国内建設市場におきましては、公共投資が堅調に推移するとともに、企業収益改善を背景に民間設備投資も

増加しております。

　こうした中、当社グループでは、前連結会計年度より開始した「2013新中期経営計画」に基づき、売上の持続的

拡大と収益体質の確立を上位目標として、機械本体及び部品・商品の売上拡大、研究開発の強化、海外新興国市場

の攻略、バリュー・エンジニアリング手法を活用した原価低減、新たな工事得意工種の確立等を図ることにより、

売上高を伸ばすとともに損益分岐点を引き下げるべく注力しております。

　当第３四半期連結累計期間は、設備の更新需要や建設投資の増加を背景として、ボーリング機器関連及び工事施

工関連の受注がともに伸びたことから、受注高は前年同四半期比19.4％増の6,167百万円となりました。売上高に

つきましては、ボーリング機器関連は前年同四半期に大型ＯＤＡ案件の売上があった反動で微増に留まったもの

の、工事施工関連においては海外の完工高が大幅に増加したことにより、売上高は前年同四半期比13.4％増加し、

5,791百万円となりました。

　利益面におきましては、売上高の増加と製品原価の低減との相乗効果により、営業利益は549百万円（前年同四

半期比29.8％増）、経常利益は536百万円（前年同四半期比28.6％増）、四半期純利益は467百万円（前年同四半期

比32.9％増）となりました。

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

①　ボーリング機器関連

　当セグメントにおきましては、国内販売は設備の更新需要や新規設備投資の動きが促進されたことにより機械

本体及び部品の受注が増加し、海外販売は中国、韓国から機械本体などの受注が増加したことにより、当第３四

半期連結累計期間の受注高は前年同四半期比16.8％増の3,575百万円となりました。売上高は、海外販売が前年

同四半期に大型ＯＤＡ案件の売上があった反動で減少し、前年同四半期比40.1％減の368百万円となったもの

の、国内販売が前年同四半期比11.0％増の2,945百万円であったため、売上高は前年同四半期比1.4％増の3,313

百万円となりました。

　また、原価低減の取り組みが奏功し原価率が低下したこともあり、セグメント利益（営業利益）は前年同四半

期比30百万円増の292百万円となりました。

 

②　工事施工関連

　当セグメントにおきましては、当第３四半期連結累計期間は海外工事の受注はなかったものの、国内における

新たな先進ボーリング工事、大口径掘削工事の大型工事案件の受注により、受注高は前年同四半期比23.3％増の

2,591百万円となりました。売上高につきましては、国内工事は先進ボーリング工事、大口径掘削工事、温泉工

事等が完工し、海外工事においても２件の大型ＯＤＡ工事案件が進行したことにより、前年同四半期比34.8％増

の2,478百万円の売上高となりました。当第３四半期連結累計期間においては、売上高の増加により、セグメン

ト利益（営業利益）は前年同期比96百万円増の256百万円となりました。
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(2）財政状態の分析

①　資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して1,034百万円増加し、7,958百万円と

なりました。

　流動資産は、現金及び預金が137百万円減少しましたが、完成工事未収入金が380百万円、商品及び製品が239

百万円、受取手形及び売掛金が195百万円、仕掛品が142百万円、原材料及び貯蔵品が134百万円増加したことな

どから、前連結会計年度末と比較して1,050百万円増加し、6,298百万円となりました。

　固定資産は、車両運搬具、機械装置及び工具器具備品などで102百万円の設備投資を行いましたが、118百万円

の減価償却の実施により、前連結会計年度末と比較して15百万円減少し、1,660百万円となりました。

 

②　負債の部

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して570百万円増加し、5,662百万円とな

りました。

　流動負債は、未払法人税等が68百万円、賞与引当金が64百万円、短期借入金（１年内返済予定の長期借入金を

含む）が62百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金が529百万円、未成工事受入金が23百万円増加したこと

などから、前連結会計年度末と比較して567百万円増加し、4,398百万円となりました。

　固定負債は、退職給付に係る負債及び役員退職慰労引当金が主に定年退職者等への支給により44百万円、リー

ス債務が12百万円減少しましたが、長期借入金の資金調達等により62百万円増加したことにより、前連結会計年

度末と比較して２百万円増加し、1,263百万円となりました。

 

③　純資産の部

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、四半期純利益467百万円を計上したことから、2,296百万円とな

り、自己資本比率28.9％となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,970,111 8,970,111

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株

であります。

計 8,970,111 8,970,111 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年12月31日 － 8,970,111 － 1,165,415 － －

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

　　　　　　　3,200

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

　　　　　8,960,800
89,608 －

単元未満株式（注）
普通株式

　　　　　　　6,111
－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　　8,970,111 － －

総株主の議決権 － 89,608 －

（注）１．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式3株が含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

鉱研工業株式会社

東京都豊島区高田二丁

目17－22

目白中野ビル１Ｆ

3,203 － 3,203 0.0

計 － 3,203 － 3,203 0.0

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 987,065 849,081

受取手形及び売掛金 ※１ 1,588,183 ※１,※２ 1,783,607

完成工事未収入金 288,023 668,352

商品及び製品 1,042,969 1,282,677

仕掛品 281,535 424,019

未成工事支出金 ※３ 580,228 ※３ 675,347

原材料及び貯蔵品 262,913 397,168

その他 220,163 222,053

貸倒引当金 △2,547 △3,619

流動資産合計 5,248,535 6,298,689

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,079,566 1,079,566

その他（純額） 489,025 473,491

有形固定資産合計 1,568,591 1,553,057

無形固定資産 25,413 22,766

投資その他の資産   

その他 192,841 181,197

貸倒引当金 △111,280 △96,766

投資その他の資産合計 81,560 84,430

固定資産合計 1,675,565 1,660,254

資産合計 6,924,100 7,958,943
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,376,064 ※２ 1,905,637

工事未払金 71,087 87,413

短期借入金 1,068,200 1,040,200

1年内返済予定の長期借入金 311,100 276,250

未成工事受入金 458,825 482,685

未払法人税等 93,240 25,164

賞与引当金 139,861 75,374

工事損失引当金 ※３ - ※３ 18,000

その他 312,224 487,856

流動負債合計 3,830,603 4,398,581

固定負債   

長期借入金 363,010 425,210

役員退職慰労引当金 93,489 84,788

退職給付に係る負債 528,967 493,173

資産除去債務 11,262 11,366

その他 263,980 249,130

固定負債合計 1,260,709 1,263,668

負債合計 5,091,313 5,662,249

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,165,415 1,165,415

利益剰余金 532,428 999,941

自己株式 △1,333 △1,338

株主資本合計 1,696,510 2,164,018

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,784 2,526

土地再評価差額金 162,100 162,100

退職給付に係る調整累計額 △27,607 △31,950

その他の包括利益累計額合計 136,276 132,675

純資産合計 1,832,787 2,296,694

負債純資産合計 6,924,100 7,958,943
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 5,105,360 5,791,639

売上原価 3,782,724 4,327,184

売上総利益 1,322,635 1,464,455

販売費及び一般管理費 899,090 914,878

営業利益 423,545 549,576

営業外収益   

受取利息 555 398

受取配当金 98 97

貸倒引当金戻入額 14,684 5,896

賞与引当金戻入額 220 -

為替差益 1,437 4,222

その他 13,326 9,206

営業外収益合計 30,322 19,821

営業外費用   

支払利息 34,388 31,368

支払手数料 916 370

その他 1,868 1,587

営業外費用合計 37,173 33,325

経常利益 416,694 536,072

特別利益   

固定資産売却益 4,588 -

特別利益合計 4,588 -

特別損失   

災害による損失 - 6,845

固定資産除却損 105 385

特別損失合計 105 7,231

税金等調整前四半期純利益 421,176 528,840

法人税、住民税及び事業税 69,561 61,317

法人税等調整額 △183 9

法人税等合計 69,377 61,327

少数株主損益調整前四半期純利益 351,799 467,513

四半期純利益 351,799 467,513
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 351,799 467,513

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,121 741

退職給付に係る調整額 △4,436 △4,343

その他の包括利益合計 △3,315 △3,601

四半期包括利益 348,483 463,912

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 348,483 463,912
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形割引高 136,930千円 225,000千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －千円 81,223千円

支払手形 －〃 73,582〃

 

※３　たな卸資産及び工事損失引当金の表示

　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金は、これに対応する工事損失引当金を相殺表示しておりま

す。

　相殺表示した未成工事支出金に対応する工事損失引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

未成工事支出金 64,100千円 47,100千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 106,158千円 118,986千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）２

 
ボーリング機
器関連

工事施工関連

売上高      

外部顧客への売上高 3,267,193 1,838,167 5,105,360 － 5,105,360

セグメント間の内部売上高又は振替高 7,114 － 7,114 △7,114 －

計 3,274,307 1,838,167 5,112,475 △7,114 5,105,360

セグメント利益 261,661 160,303 421,964 1,580 423,545

（注）１．セグメント利益の調整額1,580千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）２

 
ボーリング機
器関連

工事施工関連

売上高      

外部顧客への売上高 3,313,493 2,478,146 5,791,639 - 5,791,639

セグメント間の内部売上高又は振替高 3,869 - 3,869 △3,869 -

計 3,317,362 2,478,146 5,795,508 △3,869 5,791,639

セグメント利益 292,631 256,959 549,590 △14 549,576

（注）１．セグメント利益の調整額△14千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 39円23銭 52円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 351,799 467,513

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 351,799 467,513

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,967 8,966

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月10日

鉱研工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福　　　井　　 　 聡 　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田　　中　　卓　　也 　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鉱研工業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鉱研工業株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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